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デニスコナーカップ 

ジョーカーと競うブーメラン 



Boomerang (J/92) デニス・コナーカップ参戦記 ・・・ 大森 吉高  

 

『「デニス・コナーカップ」と言えば、強豪チームが日頃の練習の成果を思いっきり発揮する』我々セイラーには

緊張感あるレースで、毎年それなりの風が吹く記憶があるが、今年は予想外に微風だ。「スタートできるだろう

か。」そんな不安がよぎる。 

予告時間と同時にスタート延期のホーンが鳴る。運営の三浦君も微風と風のシフトに困っているようだ。何度も

風向チェックを繰り返し、リミットマークぎりぎりでスタートするプランでクルー全員一致だ。予告信号が鳴った。微

風の中、スピードを落とさないようリミットマークにアプローチ。

「渾身のスタート！」と思ったのも束の間、残念ながらゼネリコ

となった。二度目のスタートもプランは同じ、リミットマーク寄り

でアプローチする。ケアしなければならない艇は２艇だ。風上

に入ってきたSeaFalconはラフして追い出す。BeBeとは絶妙な

位置でタックして抑えてスタート。少し早いと思ったがオールフ

ェア、Ontime のスタートだ。（山内さん神業！）。スタート後は、

終始フレッシュ・ウインドを捕まえてポートのレグ。一時 Bengal

のブランケットに捕まったが、波の無い海面を順調の滑ってい

る。第 1 マークを回航後、ジェネカーで第 2 マーク（リミットマー

ク）へ向う。 

途中でParaphrenian(First40.7)を風上から追い越し、後ろから迫ってきたJOCKER(X41)も追い越せないくらい艇速

もよい。ジャイブしながら第2マークを回航、クルーワークも最高だ。 

先行艇は、下マーク回航後タックして右海面に向っている。「風は南から入って来る。このまま延ばそう！」。こ

の判断は正しかった。暫くすると徐々に風が左に振れてきた。その内

突然大きなヘッダーが入った、「タック」と山内さんが叫ぶ。ポートに返

してみるとなんとマークは真正面。「予想が当たった、これで右海面に

向った先行艇に追い付いた。」。艇速も良く、同じ海面で争っている

Paraphrenian にも離されていない。いよいよ第３マークにアプローチ。

回航の目の前には Bengal がいる。ジェネカーアップと誰かが叫ぶが

ガンポールが Bengal のスターンに当たりそうだ。 

流石 Bengal の艇速には敵わない、すぐに離されたのもも先に回航

した Paraphrenian は射程範囲だ。相手はスピン、我々はジェネカーな

のでマークに対して風が前に回ってくれればラッキーだ、風速も上がってきた。ひょっとして又追い付けるかも知

れない・・と思ったがこれは甘かった。フィニッシュ・マーク時点で先にスタートしたダブルハンドクラスの艇と共に

ラルに捕まってしまった。ヘッドセールは両艇ともゼノアに交換

している。ここに来て、まさかの北から弱いブローが入ってきた。

運良くこのブローを先に掴んだ Paraphrenian に先にフィニッシ

ュされてしまったが、着順では 4 位と最高のレースを実感でき

た。 

先ずは優勝の手応えを感じで艇の上で乾杯。風も弱く重い

艇には不利があったこと、ジェネカーの VMG に近い風向で走

れたこと、スタートから終始フレッシュの中を走れたこと、風の

振れと居た位置が良かったこと、もちろんクルーワークも。全

てが揃ってデニス・コナーカップを勝ち取ることができました。 



レース名

スタート時刻 ###### タイムリミット 13:55:00
順位 ＭＣＣセール番号 艇　　名 艇　　種 着　順 所要時間 修正時間

1 1 JPN5131 Boomerang J/92 0.982 4 2:34:14 2:31:27
2 JPN4004 Paraphrenian First 40.7 1.060 3 2:33:33 2:42:46
3 JPN4976 Ciervo Yamaha 33S 1.037 5 2:38:09 2:44:00
4 JPN5503 Gust Ker 40 1.192 2 2:22:05 2:49:22
5 JPN6687 Joker X 41 1.121 6 2:38:55 2:58:09
6 JPN5619 Akea J/V9.6CR 1.009 7 2:58:31 3:00:07
7 2 JPN4825 Be Be Ⅲ Pioneer 9 0.913 20 3:18:46 3:01:28
8 3 JPN5791 Hornet Seam 31 1.009 10 3:00:37 3:02:15
9 JPN5157 Chestnut 6 Yamaha 30SN 0.998 14 3:02:47 3:02:25

10 JPN5841 Roku 3 Seam 31 1.010 11 3:00:40 3:02:28
11 JPN5650 Konig J/V9.6CR 1.009 12 3:01:31 3:03:09
12 Iyasaka Aiolos 26 0.900 28 3:24:09 3:03:44
13 4 JPN5933 Dancing Beans Seam 31 1.010 13 3:02:25 3:04:14
14 ITA83 Sparky Racing Melges 24 1.035 9 3:00:14 3:06:32
15 5 JPN3137 Odyssey Seam 31 1.010 16 3:06:12 3:08:04
16 JPN5333 Oceanid J/29 0.937 23 3:21:43 3:09:01
17 JPN6311 Mer Bleue Ⅴ Finngulf 33 0.944 22 3:20:17 3:09:04
18 4677 Future Wave Swing 31 0.950 24 3:21:46 3:11:41
19 JPN5830 Seafalcon Ⅱ Yamaha 33S(TR) 1.040 15 3:05:34 3:12:59
20 JPN6308 KLC Bengal-7 Humphreys54 1.384 1 2:19:46 3:13:26
21 JPN2321 Mistral 4 Yamaha 31S 0.957 26 3:22:58 3:14:14
22 JPN5412 Ahoudori 3 Sun Fast 36 0.975 21 3:19:19 3:14:20
23 JPN4135 Danryu 2 Yamaha 33S 1.037 17 3:09:03 3:16:03
24 JPN6670 Yuki A27 0.975 27 3:23:40 3:18:35
25 5785 Perche 1D 35 1.110 8 2:59:32 3:19:17
26 6 JPN6155 Annex Ⅴ First 36.7 1.019 18 3:18:17 3:22:03
27 JPN5055 Narumi Yamaha 33S 1.035 19 3:18:00 3:24:56
28 JPN6698 Boomerang MJ Seascape 27 1.044 25 3:22:15 3:31:09

JPN5920 High Tension Yamaha 23Ⅲ 0.844 DNF DNF

レース名

風向

風速

スタート時刻 9:50:00 タイムリミット 13:20:00
順位 セール番号 艇　　名 艇　　種 着　順所要時間（秒）修正時間（秒）

1 4794 Seeadler Livecio 0.832 2 2:55:37 2:26:07
2 6653 Shikamaru Yamaha 26C 0.832 5 2:59:20 2:29:12
3 Yacht Came N26 0.830 6 3:08:39 2:36:35
4 Bell 7 Libeccio 0.832 7 3:09:21 2:37:32
5 3689 Kyara Friendship 28 0.904 4 2:58:46 2:41:36
6 6577 Valencia Salona 34 0.980 1 2:50:48 2:47:23
7 5253 DoDo 3 Yamaha 40WX 1.037 3 2:58:16 3:04:52

Wings Hanse 345 0.977 DNF DNF
Happy Flower Yamaha ML 0.839 DNF DNF

LAGUNA Cup Yacht Race   Point Race Div.LAGUNA Cup Yacht Race   Point Race Div.LAGUNA Cup Yacht Race   Point Race Div.LAGUNA Cup Yacht Race   Point Race Div.

Laguna Cup Yacht Race Double Hand Div.Laguna Cup Yacht Race Double Hand Div.Laguna Cup Yacht Race Double Hand Div.Laguna Cup Yacht Race Double Hand Div.



 
デニスコナーカップ、ラグーナカップ優勝 

満面の笑み、沢田オーナー 

ベベは 特別賞を受賞 



 

 

「ワクワク ヨット」       小三 天野 颯 

今日は楽しみにしていたヨットに乗れる日です。朝からワクワクしていました。

スナメリが見たいからです。港に行ってヨットに乗りました。ヨットには、ごはんを

作る所やねる所、トイレもありました。このヨットで外国にもいけるそうです。すご

いと思いました。ヨットでブルーブリッヂの下を通って海に出ました。波があって

少しゆれたけど気持ちが良かったです。足を海の水に入れたら、冷たかったで

す。雨が少しふってきたので、船長さんがやねを作ってくれました。 

ぼくが、「早くスナメリにあいたいな」。というと船長さんが「今日は、おらんみた

い」。と言いました。 

ぼくは、がっかりしました。一時間ぐらいさがしたけど、やっぱりスナメリと会え

ませんでした。子ども三人でヨットの中でかくれんぼをして遊びました。来年はス

ナメリと会えるといいな。今日は楽しかったです。船長さんありがとうございまし

た。 

よっとにのった     みずたに じゅん 

よっとのなかに、ねるばしょがあった。このよっとにずっ

とのりたくなった。かっこよかった。 

なみがつよかった。あめがふってきた。そとでうみをみ

て、きれいだった。 

よっとにのって、すごくたのしかった。はじめてのって、

うれしかった。せんちょうさんたちが、かっこよかった。す

ごくやさしかった。ありがとうございました。またいきたい

です。 

８．２３ 形原公民館子ども教室、ヨット体験乗船に協力、形原漁港 

説明を聞き、ライフジャケットを着用。 

各艇に分乗、参加者40 名、協力は７艇。 

形原漁港大橋をくぐりいよいよ出港。 

スナメリを探しますが・・・・・・・ 

スナメリは別の日の写真です。 



 

 

安全訓練、落水者救助訓練（ＪＳＡＦ外洋東海） 

 

８．３０デニスコナーカップの前日、ラグナマリーナで落水者救助訓練が実施されました。 

当日はマリーナの中で風も波も無く物足りないところもありましたが陸上からの見学にはもってこいの環境でよく見られまし

た。写真はシーファルコンのライフスリングによる引き上げ訓練です。 

 

 

海陽ハーバー行事、 

小学生体験乗船と 

スナメリウォッチングに協力 

 

7 月 30 日（水）、8 月 6 日（水）に小学生体験乗船があ

りました。クルーザーの体験乗船には「アングラー」と

「珊瑚」の 2 艇が協力しました。 

例年蒲郡市内の小学生を対象に実施しています。 

 

9 月 13 日（土）“三河湾ヨット体験ツアー・スナメリを探

しに行こう”の行事があり「アクアマリン」が協力しまし

た。 

初めての行事でしたが安城、名古屋、豊川の３家族が

参加しました。 

今年はスナメリがなかなか見られず、当日もチラッと

背中が見えた程度でした。 

防水処理 

 

6 月に小笠原へ航海したときドジャーの防水が全然駄目で対策しなければと思って

いました。一般的なスプレー式の防水処理をしたが思うようにはうまくいかなかっ

た。かなり厚めに丁寧にしなければ・・・・ 

防水にはシリコン系、フッ素系があります。スプレー式と撥水剤の塗布、撥水剤に

浸す式があるようです。フッ素系の浸す方式が経済性、耐久性で良さそうです。 

色々調べているうちにシリコン系の値打ちで簡便、良さそうな方法が見つかりまし

た。参考にしてください。  http://blogs.yahoo.co.jp/ksim_osk/38738509.html 

まずはアクアマリンのドジャーとセールカバーで試しました。 

透明のシリコーンシーラント１本３００ｍｌを２L のシンナーで溶きました。それを刷毛

で塗布するだけです。半分以上残りました。溶液は固化します。必要分だけ作るべ

きでした。 

残りを使うべく、続いて古いカッパにも挑戦しました。こちらもうまくいきました。着心

地も良く、しばらく利用し耐久性を確認します。 

シリコン系は通気性が損なわれるようでゴアテックスには不向きなようです。 
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